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学年主任 澁江 優司 

  体育祭は、中学生という時期の生徒に限らず、大切

な行事であると考えます。 それは、各種スポーツが人

の心に深く残すもの.......と似ています。 

 

  今年の甲子園高校野球で初優勝した前橋育英高校、

木更津総合高校の活躍も心にさわやかなものを残しま

した。そして高野連の根底に流れるものも見えました。

それは、スポーツと日常生活における底に流れて共通

するもの「フェアプレーの精神」です。そして「フェ

アプレー」はスポーツの世界だけのものではないとい

うことです。野球をやっているときだけルールを守る

のでなく、野球を通して高校生にフェアな社会性を身

につけてほしいと考えているのだと思うのです。だか

ら勝っても負けても、多くの人の心に純粋にさわやか

さが届くのです。 

 

  さて体育祭ですが、体育祭や運動会（地域で行われ

る運動会）と聞くと気持ちがさわやかになるのは、こ

の時ばかりは集まったすべての人がフェアプレーであ

るからではないかと思います。今年も、体育祭を通し

て生徒の心の中に、協力・ 責任・忍耐力・自己主張・

寛容の心などを育てていきたいと考えます。そして、

フェアプレーを日常生活の中でも行おうとする生徒を

育ていきたいと考えます。 

  多くの保護者の皆様に「生徒の輝きの時」をお見せ

したいと思います。 

 

 

 長いようであっという間の夏休みでしたね。夏休みを終えた今、「これだけはやり遂げた！」という達成感は得られた

でしょうか。いよいよ２学期の始まりですね。２学期は体育祭や合唱コンクールなどの大きな行事が控えています。ま

た、部活動や委員会では３年生のあとを引き継ぎ、学校の中心となって活動を進めていくこととなります。学校の顔と

なる自覚を持ち、様々な場面でのリーダーシップを期待しています。 

 夏休みに行われた JRCトレーニングセンターの研修に参加してきた生徒の作文と、２学期の抱負についての作文をこ

こに紹介します。 

９９９９ 月月月月 のののの 予 定予 定予 定予 定    

 

 伊藤
い と う

 惟
い

行
あん

くん（鎌ケ谷三中より） 

＊陸上(長)、サッカー、卓球(女)、吹奏楽、ギターに関しては、決定次第お知らせいたします。 

２日(月) 始業式 

３日(火) 給食開始 

全校委員会 

４日(水) 避難訓練  

６日(金) 生徒会選挙立候補受付 

開始（～10日） 

９日(月) 体育祭結団式 

 

11日(水) 市内駅伝大会 

18日(水) 体育祭練習開始 

19日(木) 生徒会選挙 

25日(水) 葛南地区英語発表会 

26日(木) 体育祭予行練習 

28日(土) 体育祭 

陸上(短) ○男 小笠原 舞麻 

○女 佐藤 亜海 

野球 一兜 海輝 

バレー ○男 車井 健慎 

 ○女 笛木 双葉 

バスケ ○男 谷松 謙臣 

 ○女 藤井 未来 

テニス ○男 菊地 泰輝 

 ○女 棚橋 由佳 

卓球 ○男 飯野 美海 

剣道 ○男 太田 大輝 

 ○女 由利 温 

  

柔道 大内 隆行 

水泳 佐藤 虎楠 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 川村 優貴 

創作劇画 石井 沙也加 

美術 吉村 水晶 

    

2 組 清宮 柚葉 

 長い夏休みが終わり、2 学期が始まります。夏休み中

には、3 年生最後の大会が終わり、多くの部活で 2 年

生を中心とする活動が始まりました。この 2 学期では、

体育祭や合唱コンクールといった大きな行事に向け、夏

休み気分を引きずらず気持ちを切り替えて行きたいで

す。 

 体育祭では、クラス対抗リレーの練習や応援練習が

あり、みんなで協力し合います。今年は 3 年生の先輩

方が中心となって下さいますが、来年は私たちが中心と

なるので、今年の 3 年生の背中をしっかりと見て学びた

いです。 

 合唱コンクールでは昨年の経験と林間学校で築いた

絆を生かし、各クラスで去年よりも良い合唱ができるよ

うに、みんなで協力して 1 年生の良き手本となれるよう

にしたいです。 

 そして、何よりも忘れてはいけないことは、先輩方の

意志を受け継ぎ、これからの二中を私たちの学年が背

負っていかねばならないということです。 

 3 学期に最高学年を迎える準備をしっかりと行うため

に、2 学期では気持ちの切り替えを素早く行い、授業に

もしっかり集中して取り組み、部活でも委員会でも二中

の伝統を受け継いで、より充実した生活にしていきま

す。 

   これからの自分 
  5 組 山田 実歩 

 2 年生になって、私は学校生活に慣れたことによる気の
ゆるみが影響し、だらけてしまうことが多くなっていまし
た。そんな時、このリーダーシップトレーニングセンター
の話を学年の先生からいただきました。最初は少し迷って
いましたが、2 年生となり先輩と呼ばれる立場になった以
上、このままの自分ではだめだと強く感じ、このトレセン
に参加することを決めました。 
 しかし、1 番最初にみんなで集まった時、初めて会う人
ばかりの中にうまく打ち解けられるか、雰囲気はどんな感
じなのかなど、不安に押しつぶされそうになっていました。
ところが、同じ部活で顔を合わせたことのある子が多く、
自分でもびっくりするくらい他の学校の子と仲良くなること
ができました。 
 また、学習面では赤十字の成り立ちやマークの意味な
どの赤十字に関することだけでなく、自分がなりたいリー
ダーとはどんなリーダーか、というリーダーに関すること
についても学ぶことができました。他にも、技術研修とし
て三角巾を使った救急法なども教えていただきました。初
めて聞くことやびっくりすることの連続だったので、しっか
り学べて良かったです。 
 他には、3 日間を通して行った、ミニ VS（ボランティア）
の活動が印象に残っています。大きなことからではなく身
近なところから見つけて活動していき、小さなことでも人
の役に立てるという素晴らしさを感じることができました。 
 この 3 日間を通して、リーダーになるということはどう
いうことなのかを改めて考えさせられました。私はまだま
だ未熟ですが、ここで学んだ全てのことをこれからの学校
生活に生かして、みんなから頼られるリーダーになりたい
です。 

   これからの学校生活  
 3 組  近藤 優大 

 僕は８ 月７ 日から９ 日まで、JRC のトレーニングセンタ
ーに参加しました。 
 最初の受付の時、知っている人はわずか４ 人ほどで、
この３ 日間楽しく学ぶことができるかすごく心配でした。1
日目はあっという間に終わってしまう気がしました。そん
な中、心がだんだん打ち解けてきたなと思ったのは、2
日目のフィールドワークでした。みんなで話しながら協力
してゴールすることができました。特に大縄の時は、みん
なが声を出して心が一つに慣れた気がしました。また、
HR などのグループで集まるときは、全員が発言したりし
て、すごく積極的に活動することができました。 
 3 日間の中であった授業では、気付き、考え、実行す
るという 3 つの態度目標が印象に残りました。実行するこ
とが難しいのだというのを聞いて、その通りだと感じまし
た。たしかに僕はいつもあれをやろう、これをやろうと考
えてばかりで、全然実行できていません。これをきっかけ
に、考えたことはなるべく実行に移していこうと思います。 
 今回のトレーニングセンターでは、他の学校のリーダ
ー的存在の人はどのように人をまとめたりしているかとい
う点に注目して参加しました。みんな積極的に呼び掛けた
り発言したりしていました。自分の学校では騒がしい事も
多く、なかなか積極的に声をかけることもなかったので、
どうしようか迷っていました。でも、このトレーニングセン
ターのおかげで、みんなをどのようにまとめたら良いかを
学ぶことができました。学校へ戻ったら、もっと積極的に
みんなに声をかけ、気付いて行動できるようにしていきた
いです。そして、これからの学校生活で生かし、学校全
体を活気づけていきたいです。 


